
 ＮＯ,175（校長室だより) 
平成 26 年２月号  

貝塚市立葛城小学校 
かつらぎ小ニュース 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １月は「行く」２月は「逃げる」３月は「去る」とはよくいったもので、１月はあっという間に行ってしまいました。 

日々、寒い温いを繰り返しながら、少しずつ春が近づいて来ていますが、まだまだ寒い日の方が優勢な気配です。 

子どもたちの風邪やインフルエンザの心配もまだまだ予想されます。ご家庭でも健康には十分にご注意をお願いします。 

さて２月、子どもたちは、教室で一年間の学習のまとめに取り組む時期となってきました。６年生は卒業に向けた準備を

進めながら学習のまとめと思い出づくりに、その他の学年の子どもたちは、進級に向け学習の定着に励んでいます。 

また教職員も今、一年間を振り返り、教育活動の成果や課題を明らかにし次年度に向けての準備を進める時期になってき

ました。いよいよ学年末です。 

ところで２月といえば思い浮かぶのが節分ですが、本来の節分の意味は春夏秋冬の季節 

を区切る節目の日のことを言うそうで、そうなると年に４回あることになります。しかし 

今日のように節分が特に立春の前日をさすようになったのは、一説に、寒い冬から春にな 

る時期を一年の境とし、節分が大晦日、立春がお正月というように考えられたためである 

と言われています。陽が長くり始める２月が年明けというのも悪くはありません。 

節分の時には厄を鬼に見立てて豆をまく伝統的な行事があります。近隣では水間寺の豆 

まきが有名です。 

このように、行事で季節を感じ生活をしていくのは日本人のすばらしい知恵であり、ずっと子どもたちに大切に伝えてい

きたい習慣だと思います。ところでご家庭でも豆まきをやっておられるでしょうか。 

 

26日に日曜参観と教育講演会を実施しました。たくさん

の保護者の方にお越しいただきありがとうございました。 

２時間授業のうち１時間は、自分らしさを大切にすると

ともに、相手を理解し思いやることの素晴らしさを学ぶ人

権に関わる授業を見ていただきました。クラスでの子ども

たちの授業風景、1 年間の成長を感じていただいたことと

思います。また引き続いて行った教育講演会にも多数ご参

加いただきました。 

保護者の皆さんの子どもたちの教育にかける関心の高さ

が良く伝わりました。 

日曜参観と教育講演会 楽しかった、おもちつき大会 
11 日、葛城校区に春を告げるおもちつき大会が約 300 名

の方々の参加をいただき、にぎやかに開催することができま

した。 

前日から、長生会の方々には臼 

や釜の搬入、ＰＴＡの方々には道 

具洗いなどをしていただきました。 

また５年生の子どもたちは、今年 

度「かつらぎ農園」で自分たちで 

植え、収穫したもち米の洗米を、 

手を真っ赤にしながらやっていま 

した。 

当日、さあいよいよ始まりです。 

福祉委員会のボランティアの方々 

は豚汁の準備、長生会やＰＴＡの 

方々は蒸す・つく・丸める場所に 

スタンバイ、子どもたちは入場す 

るなり満面の笑顔で、ワーワーと 

歓声を上げながら差し出された杵を振り上げながらもちを

ついていました。そして、「いただきます」。お椀いっぱいに

入れてもらった熱々の豚汁と黄粉もちを口にほおばり、大満

足でした。最後になりましたが、地域・保護者の皆様、お忙

しい中ご協力いただきありがとうございました。皆さんの姿

の一つひとつが子どもたちの心に刻み込まれたのではない

かと思います。 

いざという時のために 
―地震避難訓練― 
17日、阪神淡路大震災を子どもたちに伝える意味からも、

地震の避難訓練を実施しました。子どもたちは、机の下で

身を守り、そののち運動場に静かに速く避難し点呼するこ

とができました。また、身を守るときには、｢落ちてこない・

倒れてこない・移動してこない｣所に身を寄せることが大事

だと話をしました。 

―集団下校訓練― 
地震や台風などの自然災害や不審者出没などの事件発生

時に安全に下校できるように 22 日に集団下校訓練を実施

しました。 

方面ごとに集合し、人数確認したあと高学年が低学年を

見守りながらグループになって下校しました。 

見守り隊お礼の会を開きます 
子どもたちの登下校時に、街角に立って｢おはよう｣と声

かけをし、安全を見守っていただいている見守り隊の皆さ

ん毎日毎日ありがとうございます。 

2月 2６日(水)朝 8時 30分から児童集会時に子ども達か

らの感謝の気持ちをあらわす｢ありがとう集会｣を開催し

たいと考えています。 

後日、ご案内を差し上げますのでたくさんのご参加お持

ちしております。 

 

 

 

大なわ練習 
三中校区では小中学校間で情報を交換し連携を推進して

います。その一つの取り組みとして、今月大なわ大会を予

定しています。子どもたちは、本校の代表権を得るため、

休憩時間を利用して一生懸命練習を続けています。回し手

と跳び手の心を一つにするため、大きな声を掛けあってい

ます。苦手な友達にはタイミングを一緒に取ってあげてい

ます。 

大なわを通して、達成感や連帯感を感じ取り、また風邪

にも負けない体力をつけてくれたらと願っています。 

 


